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流
域
総
合
水
管
理
で
方
向
性

流
域
総
合
水
管
理
で
方
向
性

国
交
省

検
討
会
最
適
な
上
下
水
道
の
再
編
推
進

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会

市
区
町
村
長
が
取
り
組
み
強
化

国
土
交
通
省
は
５
月
１５

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で

第
１０
回
「
上
下
水
道
政
策
の

基
本
的
な
あ
り
方
検
討
会
」

（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
都

立
大
学
都
市
環
境
学
部
都
市

基
盤
環
学
科
特
任
教
授
）
を

開
き
、
流
域
総
合
水
管
理
に

お
け
る
上
下
水
道
の
今
後
の

方
向
性
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
活

発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ

た
。
流
域
全
体
と
し
て
最
適

な
上
下
水
道
施
設
の
再
編
を

推
進
す
る
。

流
域
総
合
水
管
理
に
つ
い

て
は
令
和
６
年
８
月
に
新
た

な
水
循
環
基
本
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
健
全
な
水
循

環
を
確
保
す
る
た
め
、
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
に
よ
る
流
域
総

合
水
管
理
の
全
国
展
開
な
ど

が
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き

国
交
省
は
上
下
水
道
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
加
速
し

て
い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的

と
し
た
制
度
と
し
て
流
域
別

下
水
道
整
備
総
合
計
画
、
水

質
総
量
削
減
制
度
、
河
川
・

海
域
・
湖
沼
の
水
質
基
準
達

成
状
況
、
赤
潮
・
青
潮
の
発

生
状
況
な
ど
を
確
認
。
ま
た

水
環
境
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
と
し
て
下
水
処
理
場

に
お
け
る
栄
養
塩
類
の
能
動

的
運
転
管
理
、
栄
養
塩
類
管

理
制
度
の
創
設
、
水
質
汚
濁

に
関
す
る
生
活
環
境
保
全
環

境
基
準
の
見
直
し
、
第
１０
次

水
質
総
量
削
減
の
あ
り
方
、

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
処
理

レ
ベ
ル
の
見
直
し
事
例
、
下

水
再
生
水
の
利
用
状
況
・
活

用
事
例
、
気
候
変
動
が
与
え

る
影
響
、
関
連
す
る
検
討
会

な
ど
の
議
論
の
動
向
な
ど
を

紹
介
し
た
。

こ
の
ほ
か
下
水
道
事
業
の

基
盤
強
化
に
向
け
た
下
水
道

法
・
道
路
法
の
改
正
案
な
ど

の
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
総
合
流
域
水
管
理
で
想

定
さ
れ
る
具
体
的
な
取
り
組

み
、
渇
水
リ
ス
ク
を
見
据
え

た
下
水
再
生
水
の
利
用
促

進
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
海
外
展
開

・
国
際
協
力
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
（
会
長
・
家
田
仁
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教
授
）
は
５
月
１４
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
市
区
町
村
長
会
議
」
（
代
表
幹
事
・
髙
橋
勝
浩

東
京
都
稲
城
市
長
）
の
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
地
方
自
治
体
の
首
長
や
イ
ン
フ
ラ
部
門
の
担
当
者
、
国
土
交
通

省
関
係
者
な
ど
３
０
０
名
以
上
が
一
堂
に
集
い
、
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
を
宣
言
。
新
年
度
の
活
動

計
画
と
し
て
関
係
省
庁
へ
の
要
望
活
動
や
国
民
へ
の
広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

市
区
町
村
長
会
議
に
は
全

国
の
自
治
体
首
長
の
７
割
強

が
参
加
。
相
互
の
情
報
交
換

や
意
識
の
向
上
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
強
力
な
推
進
、

社
会
へ
の
普
及
啓
発
活
動
な

ど
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

全
国
大
会
で
は
髙
橋
代
表

幹
事
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
多
く
の
自
治
体
が
財
源

や
職
員
の
不
足
な
ど
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
が
、

当
会
議
に
は
４
月
現
在
で
１

３
０
０
を
超
え
る
自
治
体
首

長
が
加
入
し
、
全
国
１
７
４

１
自
治
体
の
７
割
強
を
占
め

る
な
ど
着
実
に
拡
大
し
て
き

た
。
最
近
は
災
害
や
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
に
起
因
す
る
被

害
が
多
発
し
、
予
防
保
全
や

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

低
減
、
広
域
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
強
力
に
推

進
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
金
子
恭
之

国
交
相
が
「
昨
年
発
生
し
た

埼
玉
県
八
潮
市
道
路
陥
没
事

故
は
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
あ
り
方
に
多
く
の
教
訓

を
残
し
た
。
こ
の
経
験
を
活

か
し
、
老
朽
化
が
進
む
イ
ン

フ
ラ
の
的
確
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
く
。
自
治
体
の
担

い
手
不
足
は
深
刻
な
問
題
だ

が
、
新
技
術
の
導
入
や
広
域

連
携
な
ど
国
土
強
靭
化
に
必

要
な
予
算
を
確
保
す
る
所
存

だ
」
と
積
極
的
に
支
援
す
る

姿
勢
を
示
し
た
。

ま
た
池
内
幸
司
土
木
学
会

会
長
は
「
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

の
進
行
と
担
当
職
員
の
減
少

が
同
時
進
行
す
る
厳
し
い
時

代
を
迎
え
て
い
る
。
自
治
体

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
」

と
強
調
し
た
。

続
い
て
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

の
工
藤
広
稚
内
市
長
が
上
下

水
道
の
一
体
化
や
新
技
術
の

活
用
に
よ
る
取
り
組
み
、
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
の
油
野
和

一
郎
石
川
県
か
ほ
く
市
長
が

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
災

害
復
旧
活
動
に
つ
い
て
意
見

発
表
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
議
事
で
は
要
望
・
広
報

活
動
の
積
極
的
な
展
開
を
柱

と
す
る
令
和
８
年
度
活
動
計

画
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
７
項
目
の
取
り
組
み

を
決
議
し
た
。

こ
の
あ
と
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
の
家
田

会
長
と
植
野
芳
彦
副
会
長
が

特
別
講
話
を
行
い
、
当
面
の

重
点
課
題
や
今
後
の
方
向
性

な
ど
を
出
席
者
全
員
で
確
認

し
た
。

要望・広報活動展開要望・広報活動展開

イイノホールに３００余名が一堂に参集

髙橋代表幹事

金子国交相

滝沢委員長
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